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令和３年度 第４回 国立大学法人北海道大学経営協議会議事要旨

日 時 令和３年９月21日（火）13：16～15：18 

場 所 WEB会議 

出席者 23名 

（学外） 浅香、五十嵐、池山、石山、河合、杉江、長澤、樋口、松沢、松谷、 

真弓、横山、渡辺 各委員 

（学内） 寳金、山口、横田、吉見、増田、山本、菅原、村田、梅原、秋田 各委

員 

欠席者 １名 

（学外） 土屋 委員 

（オブザーバー） 

副学長、石森副学長、長谷山副学長、小名木法学研究科長、瀬戸口工

学研究院長、居城電子科学研究所長、髙橋監事、石川監事 

議 事 

議事に先立ち、新任の委員について紹介があった後、令和３年度第２回及び第３

回経営協議会の議事要旨について確認があった。 

【 議 題 】 

１ 令和３年度国立大学法人ガバナンス・コードにかかる適合状況の報告に 

ついて 

総長から、資料１～３に基づき、令和３年度国立大学法人ガバナンス・コード

にかかる適合状況について説明があり、審議した結果了承された。 

引き続き総長から、今後、役員会の審議を経たうえで本学ホームページに公表

する旨発言があった。 

（主な意見） 

・総長と学内のコミュニケーションの健全性については、理事・教職員とのコミ

ュニケーションに加え、学生等とのコミュニケーションも重要ではないか。 

・コンプライアンス問題は内部統制の重要な要素であり、コンプライアンス教育

を系統的・継続的に行うことが組織全体の理解とレベルを上げていく。 
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 ・国際化の観点からも、ハラスメントに関して、最低限守らなければならないと

いう世界的なルールへの理解が必要である。 

 ・ハラスメントに該当するか否かの境界線について、セクシュアルハラスメント

の場合は定義がしやすいが、パワーハラスメントの場合は定義が難しい。研修

等の際は、そういった点を区別したうえで説明・指導するとよい。 

 ・コンプライアンス、ハラスメント、内部統制について、教養科目の一つとして

設け、学生に指導する方法も考えられる。 

 

 

【 報告事項 】 

１ 国立大学法人の機能強化に向けた国による支援の充実を求める声明について 

総長から、資料４に基づき、国立大学法人の機能強化に向けた国による支援の

充実を求める声明を本学ホームページに掲載した旨の報告および謝辞があった。 

 

 

２ 令和４年度概算要求（財務省要求）について 

総長から、資料５、６に基づき、令和４年度概算要求（財務省要求）について

報告があった。 

 

（主な意見） 

・機能強化促進係数をミッション実現加速化係数に変更する文科省の意図は不

明だが、現在の方式は色々と問題があると思われ、文科省自身が問題意識を持

たなければ現在の方式は基本的に変わらないと思う。 

 

 

３ 「北海道大学 財務報告書2021」について 

総長から、資料７に基づき、北海道大学財務報告書2021を発行した旨報告が

あった。 

 

 

【 その他 】 

１ 令和３年人事院給与勧告について 

総長から、資料８に基づき、令和３年人事院給与勧告について説明があった。 

引き続き総長から、今後の国の動向を見極めた上で、本学においても、国に準

拠する方向で調整を進めたいと考えており、関連就業規則等の改正にかかる必

要な対応については総長に一任願いたい旨発言があった。 
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【 意見交換 】 

１ 北海道大学の今後の国際化について 

「北海道大学の今後の国際化」をテーマに、横田理事から資料９、10 に基づ

き説明があった後、種々意見交換が行われた。 

 

（主な意見） 

 ・多様性について、「多様とは何か」「何故多様性が必要か」をもう少し教職員

や学生を含めて議論し、多様性に対する理解を深めるとともに、大学の考えや

方向性を明確にするとよいと思う。 

 ・国際戦略の中で一番重要なことはマネジメント能力や経営能力がある人を育

てることだが、それに関する教育は大学で行われていないようにみえる。教職

員に教育の場を与えることも大事である。 

 ・数値目標を達成するための差別化された行動手段が戦略であり、それを以て

PDCA を回せなければ目標に到達したか曖昧で終わってしまうので、これから

国際戦略を進めていくうえで注意してほしい。 

 ・北海道大学は世界的に見て知名度が低いため、教育研究テーマを人文科学、社

会科学、自然科学の多方面から解決するプロジェクトを作る等、世界に教育研

究面でアピールすることで、優秀な人材が世界から集まるのではないか。 

 ・国際戦略を進める際は、技術流出防止の観点を盛り込み、体制も強化するとよ

い。 

 ・北海道経済産業局として、北海道大学と協力し、他国からの優秀な留学生が北

海道に定着して企業で活躍できるような取り組みを進めていきたいので、国

際戦略にそういった視点を盛り込むことも検討していただきたい。 

 ・国際化を進めていく際には財源の問題や、検定料の支払方法、入試のオンライ

ン化等様々な障害があるため、そういった障害を解消して質の高い留学生を

増やすためには、部局任せにせず、組織のトップが強い意志で行うのがよい。 

 ・英語教育の強化はコンスタントに続けていくことが重要である。 

 ・海外の優秀な研究者を数週間招へいして講座を担当してもらい単位化するこ

とや、企業が海外から優秀な人材を招へいする際に大学にも講演に来てもら

うよう働きかけること、英語版の統合報告書（組織の財務情報と非財務情報を

まとめたもの）を作成して大学のPRを行うこと等、具体的な施策を考え、色

々な形できっかけを作らないと、国際化は前に進みにくい。 

 ・国際化には双方向性の施策が必要であり、海外にのみ優秀な人材を求めるので

はなく、大学側からも優秀な研究者、教員、学生を派遣し、海外で経験を積ん

でさらに成長するような機会を作った方がよい。 

 ・世界的にみると海外拠点の空白地域が多いため、校友会などに呼びかけ、現地

にいる人にリエゾンオフィスのような働きをしてもらう等、拠点をもう少し

増やす必要があると思う。 

（ 以 上 ） 


